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愛知県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  
尾張中部医療圏  
（空白の医療圏）  

張中部医療圏の患者は名古屋医療圏へ受診  
ることが多いので②の病院でカバーする。  

名古屋医療圏の複数指定  
尾張北部医療圏  

2つの大学病院は、豊富な  

人材と高度な診療能力で  
都道府県拠点病院を補佐する。  
他の4病院は名古屋市を  
東西南北の4地域に分割し、  

それぞれの得意な分野で、  
地域にとどまらず県全体の  
がん医療の拠点としての  
役割を担う。  
また、2つの空白医療圏を  
カバーする。  

東三河北部医療圏の患者は東三  
河南部医療圏へ受診することが  
多いので⑯の病院でカバーする。  

尾張東部医療圏  
尾張西部医療歴l  

東三河北部医療圏  
（空白の医療圏）  

知多半島医療圏  
（空白の医療圏）  

（∋独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター  
（平成20年2月8日）  

③国立大学法人 名古屋大学医学部附属病院  
（平成19年1月31日）  

④社会保険中京病院 （平成19年1月31日）  
⑤名古屋市立大学病院（平成20年2月8日）  
⑥名古屋第一赤十字病院（平成20年2月8日）  
（∋名古屋第二赤十字病院（平成20年2月8日）  
⑧愛知県厚生農業共同租合連合会海南病院  

（平成20年2月8日）  
⑨公立陶生病院（平成19年1月31日）  
⑩一宮市立市民病院（平成19年1月31日）  
⑪小牧市民病院（平成20年2月8E‖  
⑫愛知県厚生農業共同組合連合会豊田厚生病院  

（平成19年1月31日）  
⑬愛知県厚生農業共同組合連合会安城更生病院  

（平成20年2月8日）  
⑭豊橋市民病院（平成20年2月8日）   

西三河南部医療圏  

知多半島医療  
圏の患者は名  
古屋医療圏へ  
受診すること  
が多いので名  
古屋南部の④  
の病院がカ  
バーする。  

東三河南部医療圏  

①愛知県がんセンター中央病院★（平成19年1月31日）  



資料2－1  
※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値  

年間入院患者  
がんに係る薬  相談  

数の状況  治療件数（手術件数）6月～7月の集計  

放射線治療    物療法（6月－7 月の集計）   緩和 ケア   支捷 セン ター  地域 連携  

肺がん   宵がん   大腸がん   肝臓がん   乳がん   年間患者実数 （1月－12月）   薬物療法のべ  患者数   緩和 ケア  

年間  相談  

資料2－2  

年間入院患者  
がんに係る薬  相放  

数の状況  治療件数（手術件数）6月－7月の集計  放射線治療    物療法（6月～7  
月の集計）  

クー   

肺がん   胃がん   大腸がん   肝臓がん   乳がん   年間患者実数 （1－12月）   薬物療法のベ    緩和   
年間  月    患者数    ケア チ 

新入  
乳房  ー ムに  

都道府 県or地 域  申請 区分  病院名  内視  再建  
入院が ん  鏡手  フン  術（乳  

年間斬  患者 数（1月  

療法   的に  
～12月）  

割合  （EM  

（％）   R）   行うも  
頼数 （6－7 月の  

の）   集計）   

（l．899）  （16．2）  （122）  （0）  （0）  （12）  （0）  （9）  （2）    （り  （6）  （0）  （271）  （0）  
8  地域  更新  海南病院  

0   

（1，962）  （13．り  （100）  （4）  （0）  （4）  （3）  （13〉  （5）  （2）  （5）  （14）  （0）  
9  地域  更新  公立陶生病院  

0   

10  地域  更新  一宮市立市民   
（2．川1）  （18．7）  （125）  （り    （13）  （0）  （7）  （0）    （3）  （13）  （0）  

0   

（4，425）  （31．7）  （173）  （1り  （9）    （3）  （28）  （0）  （0）  （11〉  （21）  （0）  
皿  地域  更新  小牧市民病院  

0   

（1，808）  （13．9）  （258）  （12）  （22）  （14）  （0）  （14）  （0）  （6）  （16）  （14）  （0）  
12  地域  更新  豊田厚生病院  

0   

（3．927）  （23．1）  （145）  （6）  （12）  （12）  （6）    （0）  （5）  （5）  （23）  （0）  

13  地域  更新  安城更生病院                           0   
（3．319）  （19．1）  （190）  （2）  （9）    （6）  （20）  （28）  （8）  （6）  （10）  （0）  

14  地域  更新  豊橋市民病院  
0   

15  地域  新規  藤田保健衛生 大学病院   

4，644  20．7  258  3  16    0  35  0  14  14  34  0  573  84  318  320  21  240  5   

現ト   



愛知県平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動  

尾張中部医療圏  
（空白の医療圏）  

名古屋医療圏の連携体制  
2大学病院は、豊富な  

人材と高度な診療能力で  
都道府県拠点病院を補佐する  
他の4病院は名古屋医療圏を  

東西南北の4地域に分割し、  

各地域を担当する。さらに、  
上記6病院は、得意な分野で、  

地域にとどまらず県全体の  
がん医療の拠点としての  
役割を担う。  
また、2つの空白医療圏を  
カバーする。  

尾張北部医療圏  
尾張中部医療圏の患者は名古屋医療圏へ受診  
することが多いので②の病院でカバーする。  尾張西部医療圏  

東三河北部医療圏の患者は  
東三河南部医療圏へ受診す  
ることが多いので⑭の病院で  
カバーする。  

尾張東部医療圏  

乗三河北部医療圏  
（空白の医療圏）  

西三河北部医療圏  

知多半島医療圏  
（空白の医療圏）  

西三河南部医療圏  
②独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター  

（更新）  

③国立大学法人名古屋大学医学部附属病院  
（更新）  

④社会保険中京病院 （更新）  
⑤名古屋市立大学病院 （更新）  
⑥名古屋第一赤十字病院（更新）  
（∋名古屋第二赤十字病院（更新）  

⑧愛知県厚生農業共同組合連合会海南病院  

（更新）  

⑨公立陶生病院（更新）  
⑱一宮市立市民病院  （更新）  
⑪小牧市民病院（更新）  
⑫愛知県厚生農業共同組合連合会豊田厚生病院  

（更新）  

⑬愛知県厚生農業共同組合連合会安城更生病院  
（更新）  

⑯豊橋市民病院（更新）  
⑯藤田保健衛生大学病院（新規）  

知多半島医療  
圏の患者は名  
古屋医療圏へ  
受診すること  
が多いので名  
古屋南部の④  
の病院がカ  
バーする。  

東三河南部医療圏  

尾張東部医療圏の連携体制  
⑨は、地域密着型。地域医療機関の相談室への支援を始めとした  
医療連携を推進する。  
⑱の大学病院は、名古屋医療圏の他の大学病院とともに、県拠点病院  
を補佐するとともに、地域のみでなく県全体のがん医療の拠点としての  
役割を担う。  

①愛知県がんセンター中央病院★（平成19年1月31日）  

ー50－  

愛知県のがん診療連携拠点病院の推薦に係る考え方について  資料4－1  

隣接医療圏でカバーする場合も含めて全ての2次医療圏に概ね1か所程度の拠点病院の整備を目標  
名古屋医療圏については、周辺医療機関からの患者の受療動向を考慮し、複数整備  

尾張東部医療圏については2病院でそれぞれの特徴を活かした機能分担し、がん診療を向上  

名古屋医療圏  （人口が多い。県内全域から患者が集まる。）  

■2大学病院‥・都道府県がん診療連携拠点病院を補佐  

■他の4病院＝・広い名古屋医療圏を東西南北の4地域に分けた各地域を担当  

○この6病院は、その得意とする分野において全県的な拠点としての役割を果たすことにより、名古屋   
医療圏全体として先進的で高度ながん医療が提供できる体制をつくり、県内のがん医療をリードして   
いくことを目指します。  

尾張東部医療圏  （南北に長く、交通面で南北に分断。患者の相互受療なし。）  

■既指定病院…これまでに地域の医療機関と築きあげてきた医療連携をさらに推進  

■1，505床の病床を持つ大学病院・■・低侵襲治療の提供、緩和ケア（治療と教育と研究）の推進   
さらに都道府県がん診療連携拠点病院を補佐し、その得意とする分野において全県的な拠点の役割  
02病院で当該医療圏のがん診療の向上を図ります。  

その他の医療圏  

○地域がん診療連携拠点病院の役割を果たし、県内全域で、がん診療の均てん化を実現するための   

ネットワークを構築します。  

あいちのがん診療連携拠点病院の取り組み  ‥・国の指定要件を上回る目標の設定  

緩和ケア提供体制の充実 （緩和ケアチームに精神腫瘍医を配置、精神腫瘍医の症例検討を実施、緩和ケア病棟で  
短期・中期の研修を開催 等）  

がん専門の医療従事者の配置（日本放射線腫瘍学会認定医の配置、がん専門薬剤師の配置、外来化学療法室にがん  

化学療法認定看護師の配置 等）  

協議会に5部会と相談支援センター会議の設置（パス部会で「愛知県統一地域連携パス」の開発・整備・運用・普及等）他  
－5l－  

：‾一Ⅶ   



資料4－2  
名古屋医療圏の連携体制  
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低侵襲治療  

緩和医療教育 の拠点  

地域連携クリテイカルパスの  

開発・運用、相談支援の拠点  
大学病院 都道府県拠点病院を補佐  

（人材育成・診療支援）  

全県的な拠点  ・  
′         ＿＿▼＿▼，▼＿＿＿＿【＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿J′  

大学病院  

匝］がん専門の人材育成の拠点  一三   

≡こ・－・三：  

都道府県拠点  
愛知県のがん対策 百人高音歳：痘痕妄痙）  

E］  精神腫癌学の教育■普及  名古屋市のがん対策  

一52一  

の拠点  の拠点   
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三重県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  

①三重県立総合医療センター  

（平成20年2月8日）  

②三重大学医学部附属病院★  
（平成19年1月31日）  

（卦三重中央医療センター  

（平成20年2月8日）  
④松阪中央総合病院   
（平成20年2月8日）  

⑤山田赤十字病院  
（平成20年2月8日）  

各病院における診療実績等の比較について  

※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値  

－55－   



三重県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  

今回の指定推薦等に係る三重県の考え方について  

○県内どこでも質の高い医療を受けることができるよう、がん医療水準の均てん化を推進するため、三重県がん診   

療連携拠点病院選定部会ならびに三重県がん対策推進協議会における議論を踏まえ、既に指定されている5病院   

の指定更新申請ならびに、北勢保健医療圏に所在する鈴鹿中央総合病院の新規推薦を行う。  
02次医療圏を超える数の医療機関を拠点病院として推薦するにあたっての考え方は以下の通り。  

1．がん患者の通院圏域、がん診療連携拠点病院間の機能的役割分担等について  

（1）がん患者の通院圏域について  （2）病院間の機能的役割分担について  

○主な手術の実績（H21．6～7）   
○北勢保健医療圏（人口84万人：三重県人口の45％）  

乳がん（手術）  

肺がん（開胸）  

肺がん（胸腔鏡）  

胃がん（内視鏡）  

0  5  川  15    20  25    30（件）   

○放射線治療、化学療法等について  

放射線照射回数   
化学療法   

その他  

（乳がん：H21．6～7）  主な機能   

■  

鈴鹿中央  ぎ音戸弓儀と嘗…   
164回  …定看護師がぎ  

総合病院  支援病院   
L濃艶…．．ヱ   

県立総合  
至旦寧  

救命救急  

医療センター  センター   
4  

－57－   



′：藤イ′  

2．2次医療圏を超える数の医療機関が拠点病院に指定されることによる相乗効果について  

○県内でもがんによる死亡率が高く、三重県人口の45％が住まう北勢保健医療圏のがん診療を充実・強化   
させることにより、三重県がん対策戟略プランに掲げる2つの目標に向‡けた取組を加速させる。  

目標1： 75歳未満の年齢調整死亡率を国平均値よりも10％以上減少させる  
目標2二 すべてのがん患者およぴその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の向上  

○鈴鹿中央総合病院が新たに拠点病院として指定された場合に、「三重県がん対策戦略プラン」の数値目標を   
見直すことについて、三重県がん対策推進協議会において了承済み。  

主 な 項 目   旧目標台新目模   

すべてのがん診療連携拠点病院において   
数見  
値直  

5病院  
、 

・緩和ケア外来の実施、医師に対する緩和ケア研修の実施   

追項   拠点病院における外来化学療法室の病床数を増加  なし  
加目  

3．拠点病院の運営が適切に行われるための体制の確保に向けた都道府県の取組について  

○財政支援等について   
一今回新規推薦する鈴鹿中央総合病院を含め、拠点病院の機能強化補助金につき来年度予算要求済み。  
・地域連携クリティ加い○スの円滑な運用に向けたITネットワークの整備について拠点病院を中心に推進中。   

○拠点病院として指定された後のフォローアップ等について  

・拠点病院指定の効果について、県は通院圏域や病院間の役割分担等を含めフォローアップを行う予定。   
■県民が医療機関を選択する際の参考となるよう、がん診療に係る医療資源調査を今年度実施。  

5  

－58－  
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兵庫県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  

阪神南医療圏については、  
東部に住むがん患者は⑤で  
西部に住むがん患者は⑥で  
カバーする。  
全県的役割は、  
⑤は中皮腫、乳がん  
⑥は大腸がん、血液がん、  
中皮腫であり、がんプロの養成  
も担う。  

／ノ＼〈rJ′〉U－、一一′、・一へ、  
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（丑 県立がんセンター★  （平成19年1月31日）  

②神戸市立医療センター  
中央市民病院  （平成19年1月31日）  

③神戸大学医学部附属病院（平成19年1月31日）  「  
「＼しノJ  

し、 但馬医療圏  て
ノ
＼
 
 ④ 神戸医療センター  

⑤関西労災病院  
（参兵庫医科大学病院  

（∋近縫中央病院  

⑧市立西脇病院  

（勤姫路医療センター  
（診姫路赤十字病院  

⑪赤穂市民病院  

⑫公立豊岡病院  

⑬ 県立柏原病院  

⑭ 県立淡路病院  

（平成21年2月23日）  

（平成19年1月31日）  
（平成20年2月 8日）  

（平成19年1月31日）  

（平成20年2月 8日）  

（平成19年1月31日）  
（平成19年1月31日）  

（平成19年1月31日）  

（平成19年1月31日）  

（平成20年2月 8日）  

（平成19年1月31日）  

中播磨  
北播磨  

医療圏  

ノ東播磨  ④③畢  
阪神南医療圏  

中播磨医療圏については、  
東部に住むがん患者は（診で  

西部に住むがん患者は⑩で  
カバーする。  
全県的役割は、  
⑨は肺がん、  
⑱は胃がん、大腸がんである  

神戸医療圏については、  
東部に住むがん患者は②で  
中部に住むがん患者は③で  
西部に住むがん患者は④でカバーする。  
全県的役割は、  
（aは血液がん、先端医療、  

③は肝がん、高度先進医療、がんプロの養成、  
④は胃がん、大腸がんである。  

しし′  
淡路医療圏  

－60－  

※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値  

年間入院患者  がんl三保る薬 法（8－7  

教ゎ状況  治療件数（手術件数）6・－7月の集ほ十  放射線治療－    物ホ 月の♯書十）   緩和 ア   

タ・－   

都  年  
Ⅶ  

；暮  
肺がん      大腸がん      乳がん  

（1～12月）  新   年間患者実 数    薬物療法のべ  患者数   予  相 談 （支  退 院 時  

入   共  府  應  、如  
胸   術鏡   

地  
ニ再   

城   
聞  開  

）者   
開 腹   
臼  乳 癌    体 タt  小  入  外  芸子 計（ム  闘 デ 

数  ％占  

0 亘  

1   る  〉切  法  も切  
が  除  の除  芸新  件 数  7 月   

県立  
ロ  ★  更   がん  

C   

更  神戸 央  
2  中  

市民   

3  

（4，126）  （30．4％）  （134）  （7）  （6）  （6）  （4）  （5）  （53）  （16）  （2）  （6）  （り  （449）  （33）  （142）  （146）  （11）  （24）  （0）  

大学                                            新   4，166  28，8％  

（28．0％）   

4  

継   

更  関西  

5       労災  24．4％  

兵庫  
6  

医大  

！■立  

15  

尼崎   

－6ト   



年lⅦ入院患者  
散の状況  

治療件鱒（手術件数）6－7月の事什  
放射線治】♯   がんに係る薬 物療法（8－7 月の三■計）   織和ケ 7  相l瓢支 緩ゼン ター  地】■ ；1檎  

彿  年  年間患者票  数  
；暮  間  胃がん  

（1～12月）  
診  

入  

府  内  後乳  療 依ア 頼チ  

p R■  陶  
ジ   ）房  敬一   

開  埠  
壌   患  

）切  
2   法   も切  

）件  

除  のl躁   
主放   

更  近畿  
7  

中央   

新  市立  
16  

伊丹   

「更  市立  
8  

西脇   

更  姫路 医療  

9        C   
（29．1％）   

10     新   日赤   
2．368  18．2  163  3  0  13  0  14    16  24  26  0  313  0  247  166  22  413  15   

更  赤穂  

市民   

更  公立  
12  

豊岡   

更  
13  

斬   8  0  0  4      0  0  0    0  29  0  32  32  4  144  0   

更  県立  
14  

淡路   

兵庫県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  

阪神北医療圏については、  
東部に住むがん患者は⑯で  
西部に住むがん患者は庁）で  

カバーする。  
⑯は、血液がんにおいて  
圏域をこえた役割を担う。  
⑦は、がん登録、地域連携パ  
スの実施について圏域をこえた  
先導的役割を担う。  

① 県立がんセンター★  

（訃神戸市立医療センター  

中央市民病院  

／／へ一「ノ【「∫－ノ、  

ぐ ■l 但馬医療圏  
／1  
ー
 
 

③神戸大学医学部附属病院（更新）  
④神戸医療センター  

⑤関西労災病院  
⑥兵庫医科大学病院  

⑦近畿中央病院  

⑧市立西脇病院  

⑨姫路医療センター  
⑩姫路赤十字病院  

⑪ 赤穂市民病院  

⑫公立豊岡病院  

⑬ 県立柏原病院  

⑯ 県立淡路病院  

（継続）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

（更新）  

⑫   

北播磨医療圏  阪神北医  

阪神南医療圏  
′  
暮 亡症〕？ ′  

、、＿ 一′ 医療  

阪神南医療圏については、  
東部に住むがん患者は⑮で  
中部に住むがん患者は⑤で  
西部に住むがん患者は⑥でカバーする。  
⑯は、肺がん、中皮腫において圏域をこえた役  
割を担う。  
全県的役割は、  
⑤は中皮腫、乳がん、  
⑥は大腸がん、血液がん、中皮腫であり、  

淡路医療圏  

がんプロの養成も担う  
－63－  
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【全県的課題】  【実  績】  【圏域イメージ図】  

阪神南医療圏約103万人  

・肺がん死亡率の減少  

（全国第33位）  

・中皮腫患者の早期診断  

早期治療の必要性  
（中皮腫死亡者数   

全国第2位）  

・新規肺がん患者症例   

571例（07～08年）  

・悪性胸膜中皮腫症例  

入院患者実数  

60例（07～08年）  

阪神北医療圏 約71万人  

市
立
伊
丹
病
院
 
 

・血液がん入院患者数   

138名（08年）  

（うち圏域外約25％）  

・血液がん治療  

ネットワークの構築  

－64一  

資料4－2  

「兵庫県がん対策推進計画」における拠点病院の役割  
東  

中播磨 圏域    播 磨 圏  
神戸圏域  阪神北 圏域   阪神南圏域  

H20．3，策定の  域  
兵庫県がん対  
策推進計画に  

近  市  兵  関  県   

おける対がん                       姫 路  姫  県  塑  塑  神            戦略項目  赤 十  
中   

医 療  

字 病  
院   院  民  院  院  学  院  院   

先端医療  
がんプロ  0  ○  ○  

肺がん  ◎  ◎  0  0  0  0   

中皮腫  ◎  0  0   

肝がん  0  0  ◎  0  0  

血液がん  ○  0  ○  0  

地域連携  
（乳がん等）   

◎  0  ◎  

在宅医療  0  

がん登録  0  0  

○：H20年3月に策定された兵庫県     、がん対策推進計画    で記載されている対が 戦  

・連携による全県展開のための  
東西がん診療体制の統一指針  
づ〈りと専門分野での先駆的取り  
組み  
・兵庫に対する質の向上と提供  
体制等の相乗効果  

＝）・先端医療・人材育成等  

⇒・肺がん地域連携パス等  

－ ∴・  

・中皮腫患者の早期診断、早期治療等  

⇒・肝がんに対するシームレスな医療体制等  

［二〇・血液がん治療ネットワーク等  

⇒t乳がん地域連携パス等  

⇒・在宅医療提供モデル等  

⇒・がん登録の推進・充実等  

略項目に対し、兵庫県内（◎：近畿圏内）トップクラスの実績を有する病院。  
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